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経　　済

まさかの採用抑制もむべなるかな。深刻な「客離れ」で減収減益、海外
事業も足を引っ張り、円安による苦境はもはや宿痾だ。チェーンストアが
辿る衰退の定めが、八十路を過ぎた老創業者に退場を促す。（84頁）
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政　治 WORLD

安倍の衣鉢を継ぐどころか、時に正反対の判
断を下す。ＮＨＫ会長人事が典型で、皇室の
課題にも取り組む気概無し。この先も安倍に倣
うより麻生の言いなりで、支持率第一の政権運
営が続く。風任せの大衆迎合だ。（48頁）
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日本の頭越しに中国へ接近する「第２のニクソンショック」が現実味を帯びる。
トランプのアジア戦略で日本への関心は益々低下。なのに日本は米国に抱きつ
くだけでいいのか。同盟への妄信が命取りの時代に。（6頁）
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まさかの採用抑制もむべなるかな。深刻な「客離れ」で減収減益、海外
事業も足を引っ張り、円安による苦境はもはや宿痾だ。チェーンストアが
辿る衰退の定めが、八十路を過ぎた老創業者に退場を促す。（84頁）

パトロンの情熱は、以後世界が追随する「良い音」
を生み出した。「意志を持ったホール」を目指し、
かのウィーン・フィルを資金面で支える存在でも
ある。果たして「タニマチ敬三」の志を継ぐ者は
いるのか。（110頁）
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課題にも取り組む気概無し。この先も安倍に倣
うより麻生の言いなりで、支持率第一の政権運
営が続く。風任せの大衆迎合だ。（48頁）
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